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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は、共通のDNA結合ドメインであるTボックスを共有する保存された遺伝子ファミリーの一員である。Tボックス遺伝子は、多くの発生過程の制御に関与する転写因子をコードする。マウスでは、この遺伝子の相同遺伝子は大脳皮質、海馬、扁桃体、嗅球で発現しており、神経細胞の移動と軸索投射に重要な役割を果たすと考えられている。マウスにおいて、このタンパク質のC末端領域は、カルシウム/カルモジュリン依存性セリンタンパク質キナーゼのグアニル酸キナーゼドメインとの結合に必要かつ十分であることがわかった。[RefSeq提供、2015年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SH-SY5Y細胞ライセートのウェスタンブロット解析（TBR1ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。1. TBR1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。1、TBR1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

